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【背景】
歩行時の進行方向に対する足部位置(FPA)を変化させること
で変形性膝関節症の発症 ・進行と関連する因子である歩行時
の膝関節圧迫力を軽減できることが知られている.しかし,
変形性膝関節症の発症 ・進行と関連するもう一つの因子であ
る歩行時の膝関節回旋運動へFPAが及ぼす影響は明らかとな
っていない.そ こで本研究では,歩行時のFPAが膝関節回旋
角度へどのような影響を及ぼすのかを明らかにすることを目
的とした.
【方法】
対象は健常成人男性12名 とした.対象者は通常歩行(Normal)
を実施 した後 にFPA外側変位歩行(TO),FPA内側変位歩行(TI)
をクロスオーバーデザインにて実施 した.計 測には3次 元動
作解析装置(VICON-MX)を使用 した.身 体 ラン ドマークに貼
付 されたマーカー座標 よ り歩行時の膝関節回旋角度,FPAを
算出した.な お,FPAはグローバル座標系に対す る足部セ グ
メン トの鉛直方向軸周 りの角度 とした.解 析項 目は立脚期に
おける最大膝関節外旋 ・内旋角度,最 大膝関節外旋 ・内旋時
FPAとし,NormalとTO・TIの間で対応のあるt検定 を行った.
【結果】
Normal・TO・TIでのFPAおよび膝関節回旋角度の全被験者 ・
全試行の加算平均時系列データを図1,2に示 した.ま た,最
大膝関節外旋 ・内旋角度および最大膝関節外旋 ・内旋時FPA
を表1に 示 した.最 大膝関節外旋 ・内旋時FPAはTOで有意に
高値 を示 し(p〈0.01),TIでは有意 に低値 を示 した(p〈
0.01).最大膝関節外旋角度はNormalに比較 してTOで有意に
高値 を示 し(p〈0.01),TIで有意に低値を示 した(p〈0.01).
最大膝 関節内旋角度はNormalに比較 してTOで有意 に低値 を
示 し(p〈0.01),TIで有意に高値を示 した(p<0.Ol).
【考察】
本研究の結果より,歩行時のFPAの変化は膝関節回旋運動に
影響を及ぼすことが明らかとなった.膝関節回旋運動の変化
は膝関節接触面の変位につながるため,変形性膝関節症の発
症 ・進行と強い関係性を有することが報告されている.この
ことより,歩行時のFPAの変化は膝関節回旋運動に影響を与
えることで膝関節接触面を変位 させることが考えられた.膝
関節の異常な回旋運動は前十字靭帯損傷後 ・変形1生膝関節症
の病期進行に伴い発生することが報告されている.そのため,
本研究の知見は機械的刺激を発症原因とする膝関節疾患の歩
行動作を考える上での一助となることが考えられた.
【結論】
FPAの変化は歩行時の膝関節回旋角度へ影響を及ぼすことが
明らかとなった.
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